
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＨＫの「100分 de名著」 

１月はマルクスの「資本論」です 
毎週月曜日の午後 10時 25分～10時 50分（Ｅテレ） 

（再放送は水曜日の午前 5時 30分～、午後 0時～） 

 コロナ禍によって非正規労働者の切り捨てや中小企業の

倒産などが起きています。そんな中、マルクスの著作が再び

多くの人たちに読まれ始めています。（ホームページより） 

ホームページをご覧ください 日本共産党豊田市議団 

規
雇
用
増
な
ど
の
要
求
実
現
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。 

 
以
前
は
２
０
歳
の
皆
さ
ん
に
、
初

め
て
の
選
挙
権
行
使
を
、
と
呼
び
か

け
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
時
代
が
進

ん
で
選
挙
権
は
１
８
歳
か
ら
で
す
。 

 

今
は
２
１
世
紀
で
す
が
、
新
成
人

の
皆
さ
ん
の
中
に
は
２
２
世
紀
も

ご
健
在
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
は

ず
。
地
球
温
暖
化
や
核
兵
器
廃
絶
な

ど
の
大
き
な
問
題
も
長
期
的
な
視

点
で
考
え
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
、
と

訴
え
ま
し
た
。 

 

日
本
財
政 

官
製
バ
ブ
ル 

株
価
つ
り
上
げ
見
直
し
を 

 

安
倍
政
権
が
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と

称
し
て
始
め
た
金
融
緩
和
策
に
よ

っ
て
、
株
価
の
つ
り
上
げ
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
日
本
銀
行
や
年
金
マ
ネ

ー
を
使
っ
て
株
価
が
落
ち
な
い
よ

う
下
支
え
し
て
い
ま
す
が
、
大
儲
け

す
る
の
は
富
裕
層
と
大
企
業
だ
け

で
す
。 

１
１
日
は
「
成
人
の
日
」
。
１
０

日
に
は
豊
田
市
内
の
各
会
場
で
「
新

成
人
を
祝
う
会
」
が
感
染
対
策
を
し

て
開
か
れ
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
は
同
日
、
市
内
で
新

成
人
む
け
に
街
頭
宣
伝
（
写
真
）
。

衆
院
選
愛
知
１
１
区
の
本
多
の
ぶ

ひ
ろ
予
定
候
補
ら
は
、
お
祝
い
の
言

葉
と
と
も
に
、
解
散
総
選
挙
で
の
選

挙
権
行
使
で
学
費
半
額
減
免
や
正 

土
橋
駅
前
の
歩
道
は
豆
砂
利
舗

装
で
す
が
、
劣
化
し
て
い
て
豆
砂
利

が
は
が
れ
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
等
で
は
通

り
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。（
写
真
） 

日
本
共
産
党
豊
田
市
委
員
会
は

昨
年
末
、
豊
田
市
に
改
修
を
要
望
し

ま
し
た
。
市
の
市
街
地
整
備
課
よ

り
、
他
か
ら
も
要
望
が
あ
り
劣
化
は

承
知
し
て
い
る
の
で
来
年
度
（
今
年

４
月
以
降
）
に
は
全
面
的
に
改
修
す

る
、
と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。 

（
本
多
の
ぶ
ひ
ろ
） 

 

実
体
経
済
に
関
係
な
く
株
価
を

上
げ
る
の
は
、
偽
り
の
経
済
政
策
で

あ
り
永
遠
に
続
け
る
わ
け
に
は
い

き
ま
せ
ん
。 

 

消
費
税
収
は
社
会
保
障 

良
く
す
る
た
め
に
使
わ
れ
ず 

 「
社
会
保
障
の
た
め
」
と
消
費
税
が

始
ま
っ
て
３
０
年
ほ
ど
に
な
り
ま

す
が
、
一
定
の
７
５
歳
以
上
に
は
医

療
費
負
担
を
２
倍
に
増
や
そ
う
と

自
民
党
・
公
明
党
が
企
ん
で
い
ま

す
。
税
金
は
応
能
負
担
の
原
則
に
戻

す
べ
き
で
す
。 

   

こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
は
未
完 

こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
は
未
完 

こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
は
未
完 

こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
は
未
完 

こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
は
未
完 

こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
は
未
完 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

と
の
比
較
で
も
、
国
保
世
帯
の
負
担

が
大
き
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

均
等
割
の
減
免
制
度
を
作
っ
て
実

施
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
中
、
市

は
減
免
の
考
え
は
な
く
、
国
へ
の
要

望
を
し
て
い
る
、
と
答
え
る
の
み
で

し
た
。
根
本
市
議
は
、
負
担
が
大
き

く
て
困
っ
て
い
る
子
育
て
世
帯
が

あ
る
と
い
う
実
態
を
よ
く
見
る
べ

き
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。 

  

 

子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
へ
の
助
成
制
度
が
、
県
内
自

治
体
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
豊
橋

市
が
、
１
歳
〜
中
学
３
年
生
＋
高
校

３
年
生
に
１
回
１
０
０
０
円
助
成
。 

近
隣
市
で
は
、
刈
谷
市
が
、
生
後
６

カ
月
～
中
学
３
年
に
１
回
１
０
０

０
円
助
成
、
安
城
市
が
、
１
歳
〜
１

８
歳
に
１
０
０
０
円
助
成
な
ど
、
２

７
自
治
体
（
５
０
％
）。 

市
の
答
弁
で
は
、
実
施
は
消
極
的

で
す
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染

の
重
症
化
予 

防
の
た
め
の 

予
防
接
種
な 

の
で
、
積
極 

的
に
実
施
す 

べ
き
で
す
。 

日本共産党豊田市議団へのメールは、ホームページからお送りください 

新
型
コ
ロ
ナ
で
、
収
入
が
減
少 

し
た
国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
へ

の
国
保
税
の
減
免
制
度
が
創
設
さ

れ
ま
し
た
。
全
国
統
一
基
準
で
、
適

用
期
間
は
、
３
月
末
ま
で
で
す
。 

収
入
が
減
少
し
た
世
帯
へ
の
国

保
税
の
減
免
の
状
況
は
、
令
和
元
年 

１
７
７
件
、
減
免
額
４
６
５
万
円
、

令
和
２
年
度
は
２
０
３
件
、
減
免
額 

３
３
４
８
万
円
と
答
弁
が
あ
り
、
大

変
、
深
刻
な
実
態
で
あ
っ
た
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。 

   

国
民
健
康
保
険
税
は
、
制
度
の
構

造
上
の
問
題
か
ら
、
他
の
健
康
保
険

と
比
べ
て
高
い
設
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

子
ど
も
の
い
る
世
帯
の
モ
デ
ル 

で
国
民
健
康
保
険
税
の
金
額
は
、
給

与
所
得
３
６
５
万
円
世
帯
で
年
間

４
５
万
円
で
、
協
会
け
ん
ぽ
の
保
険

料
は
、
同
程
度
の
収
入
で
２
８
万
円

（
事
業
主
負
担
が
あ
る
場
合
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。
国
保
世
帯
の
子
ど
も

の
人
数
が
増
え
れ
ば
、
そ
の
人
数
分

が
加
算
さ
れ
る
「
均
等
割
」
は
、
協

会
け
ん
ぽ
に
は
無
く
、
協
会
け
ん
ぽ

今
日
も
経
済
的
に
追
い
詰
め
ら

れ
た
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
方
か
ら

高
校
生
の
子
ど
も
さ
ん
の
学
費
の

ご
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

先
週
は
、
名
古
屋
駅
前
の
対
話
で

ひ
と
り
親
家
庭
の
高
校
生
の
方
々

か
ら
の
ご
相
談
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

当
事
者
の
方
々
に
広
く
届
く
よ

う
に
、
そ
し
て
“
困
っ
て
い
る
の
に

使
え
な
い
”
と
の
お
声
も
お
聞
か
せ

い
た
だ
き
、
制
度
の
改
善
に
繋
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

高
校
、
専
修
学
校
（
高
等
課
程
）

に
通
う
方
が
活
用
で
き
る
高
校
生

等
へ
の
修
学
支
援
制
度
に
つ
い
て

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

 

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
た
学
生
等
へ
の
経

済
的
支
援
一
覧 
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こ
の
ペ
ー
ジ
の
「
制
度
一
覧
」
の

と
こ
ろ
の
「
高
校
生
等
へ
の
修
学
支

援
制
度
」
を
選
択
い
た
だ
け
れ
ば
、

高
校
生
（
専
修
学
校
生
）
の
み
な
さ

ん
に
対
す
る
支
援
策
が
表
示
さ
れ

ま
す
。 

 

そ
れ
ぞ
れ
の
支
援
制
度
ご
と
に

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
都
道
府
県
担
当

者
の
連
絡
先
の
リ
ン
ク
等
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。 

◆
ほ
か
に
も
愛
知
県
民
の
学
生
さ

ん
が
愛
知
県
の
学
校
に
通
っ
て
い

る
場
合
は
、
「
愛
知
県
私
立
高
等
学

校
等
授
業
料
軽
減
補
助
金
」
も
使
え

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
（
こ
の
制

度
は
今
ま
さ
に
学
校
に
お
知
ら
せ

し
て
募
集
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
そ

う
で
す
。
） 

 

困
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
っ
た
ら

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

         
 

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
子
育
て
支

援
施
策
に
つ
い
て
は
、
幼
児
教
育
・

保
育
の
無
償
化
が
実
施
さ
れ
る
一

方
、
保
育
士
不
足
へ
の
対
応
と
し

て
、
資
格
の
あ
る
保
育
士
が
定
着
し

て
働
き
続
け
ら
れ
、
専
門
職
に
ふ
さ

わ
し
い
労
働
条
件
と
労
働
環
境
が

不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、
制

度
の
構
造
上
か
ら
高
い
設
定
と
な

る
国
保
税
の
引
き
下
げ
は
、
今
や
待 

 

年
収
約
９
１
０
万
円
未
満
の
世

帯
が
対
象
。 

学
校
種
：
高
等
学
校
、
特
別
支
援

学
校
（
高
等
部
）
、
高
等
専
門
学
校

（
１
～
３
年
生
）
な
ど
。
申
込
み
は
、

学
校
へ 

入
学
時
の
４
月
な
ど
手
続
き
が

必
要
な
時
期
に
学
校
か
ら
案
内
が

あ
り
ま
す
。 

 

生
活
保
護
世
帯
、
年
収
約
２
７
０

万
円
未
満
（
住
民
税
所
得
割
非
課

税
）
の
世
帯
が
対
象
。 

学
校
種
：
高
等
学
校
等
就
学
支
援

金
の
対
象
校
と
高
校
の
専
攻
科
（
特

別
支
援
学
校
は
「
特
別
支
援
教
育
就

学
奨
励
費
」
の
支
援
が
あ
り
ま
す
） 

毎
年
７
月
頃
に
手
続
き
が
必
要

で
す
。 

 

詳
し
く
は
学
校
ま
た
は
お
住
ま

い
の
都
道
府
県
に
お
問
合
せ
を
。 

（
参
考
）
保
護
者
等
の
年
収
目
安
：

約
２
７
０
万
円
未
満
①
高
等
学
校

等
就
学
支
援
金 

国
公
立
：
約
１
２

万
円 

私
立
：
約
４
０
万
円 

②
高
校
生
等
奨
学
給
付
金 

約
３
万
円 

①
と
②
両
方
利
用
で
き
ま
す
。 

 

  
ア
ル
バ
イ
ト
収
入
の
激
減
・
中
止 

な
ど
学
生
生
活
に
も
経
済
的
な
影 

響
の
悪
化
に
よ
り
、
大
学
等
の
退 

学
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
も
想 

定
さ
れ
ま
す
。 

根
本
市
議
は
、
市
と
し
て
の
支
援 

を
求
め
た
の
に
対
し
、
市
の
支
援
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
支
援
が
必
要
な
学

生
が
１
人
も
取
り
残
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
学
業
を
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。 

 

 

https://www.mext.go.jp/a_menu/coronavirus/benefit/index.html
https://www.mext.go.jp/a_menu/coronavirus/benefit/index.html
https://www.mext.go.jp/a_menu/coronavirus/benefit/index.html

